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(54)【発明の名称】 内視鏡の操作部

(57)【要約】
【課題】術者が握りを緩めても操作部が手の中で滑らず
に保持され、内視鏡検査が長時間に及んでも術者の手の
疲労が少ない内視鏡の操作部を提供すること。
【解決手段】握り部１１を握る術者の指に載る段部１６
の下面と握り部１１の軸線１１ａとがなす角度θを鋭角
にした。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】下端部に挿入部の基端が連結され、後方か
ら握られる握り部の前面上端部に、上記握り部を握る術
者の指に載る段部が形成された内視鏡の操作部におい
て、
上記握り部の軸線と上記段部の下面とがなす角度を鋭角
にしたことを特徴とする内視鏡の操作部。
【請求項２】上記握り部の軸線と上記段部の下面とがな
す角度が４５°～７５°の範囲にある請求項１記載の内
視鏡の操作部。
【請求項３】光源装置に接続するためのライトガイドケ
ーブルが、上記握り部を握る術者の指又は手に上記段部
から離れた位置において載るように上記握り部の上方に
連結されている請求項１又は２記載の内視鏡の操作部。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は内視鏡の操作部に
関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡の操作部は一般に、下端部に挿入
部の基端が連結され、下半部が後方から握られる握り部
になっている。
【０００３】そして、操作部を握って保持する術者の負
担が少しでも楽になるように、操作部を握る術者の指に
載る段部が握り部の前面上端部に形成されていて、操作
部の重量の一部がその部分で支えられるようになってい
る（特開昭５８－２００７２６号）。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかし、そのような段
部は操作部の重量の一部を支えてはいるものの、握りを
緩めると操作部が手の中で滑って段部が指から外れてし
まうので、一定以上の力で操作部を握り続けなければな
らず、内視鏡検査が長時間に及ぶ場合には術者の手が相
当に疲労するのが普通だった。
【０００５】そこで本発明は、術者が握りを緩めても操
作部が手の中で滑らずに保持され、内視鏡検査が長時間
に及んでも術者の手の疲労が少ない内視鏡の操作部を提
供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡の操作部は、下端部に挿入部の基端
が連結され、後方から握られる握り部の前面上端部に、
握り部を握る術者の指に載る段部が形成された内視鏡の
操作部において、握り部の軸線と段部の下面とがなす角
度を鋭角にしたものである。
【０００７】なお、握り部の軸線と段部の下面とがなす
角度が４５°～７５°の範囲にあれば具合がよく、さら
に、光源装置に接続するためのライトガイドケーブル
が、握り部を握る術者の指又は手に段部から離れた位置
において載るように握り部の上方に連結されていれば、
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握り部を全く握り込まなくても操作部を安定状態に保持
することができる。
【０００８】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図１は内視鏡の操作部１０を示しており、体
内に挿入される可撓性の挿入部の基端が操作部１０の下
端に連結され、光源装置に接続される可撓性のライトガ
イドケーブル２の基端が上半部の後面に連結されてい
る。
【０００９】操作部１０の下半部は握り部１１になって
おり、挿入部１の先端付近に設けられた湾曲部（図示せ
ず）を遠隔操作によって屈曲させるための湾曲操作ノブ
１２が、握り部１１より上方の側面に配置されている。
【００１０】また、握り部１１より上方の前面には、送
気送水操作釦１３と吸引操作釦１４が配置され、握り部
１１より下方の挿入部１との連結部付近には、処置具挿
入口部１５が斜め上方に向けて突出して配置されてい
る。
【００１１】送気送水操作釦１３の下の位置には、握り
部１１を握った術者の手の指に載る段部１６が、握り部
１１の上端部の前面から前方に突出する状態に形成され
ている。
【００１２】段部１６は、その下面と握り部１１の軸線
１１ａとのなす角度θが鋭角になるように、操作部１０
の前面から斜め下向きに突出形成されている。この実施
例においてはθ≒６０°である。
【００１３】図２は、術者が左手で操作部１０を保持し
た状態を示しており、図３はその状態を上方から見た平
面透視図である。術者は、第１指を湾曲操作ノブ１２に
後方から押し当て、第２指と第３指の各指先を吸引操作
釦１４と送気送水操作釦１３の前面に回している。そし
て、第４指と第５指で握り部１１を軽く握っており、段
部１６がその第４指に載った状態になっている。
【００１４】したがって、操作部１０の重量が段部１６
部分で第４指にかかって操作部１０が支えられており、
段部１６が握り部１１の軸線１１ａとなす角度θが６０
°程度に形成されていることから、第４指と第５指によ
る握りを緩めても、段部１６が第４指に載った状態から
外れない。
【００１５】したがって、術者は握り部１１を強く握り
込む必要がなく、第４指と第５指を握り部１１に沿わせ
ているだけで操作部１０を安定した状態に保持すること
ができる。
【００１６】また、この実施例においては、操作部１０
を保持する手の第１指の付け根付近（又は第１指と第２
指との間の部分）にライトガイドケーブル２の基部が載
るようになっている。
【００１７】その結果、図３に斜線で示されるように、
操作部１０は前後両側において術者の手に載った状態に
なり、握り部１１を全く握り込まなくても、操作部１０
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は術者の手から滑り落ちることなく安定した状態に保持
される。
【００１８】図４は、上記実施例の握り部１１を術者が
第３、第４及び第５の三本の指で軽く握って、第３指に
段部１６を載せて操作部１０を保持した状態を示してお
り、このような持ち方をした場合には、送気送水操作釦
１３と吸引操作釦１４を第２指だけで選択して操作す
る。
【００１９】図５は、本発明の第２の実施例の内視鏡の
操作部１０を術者が左手で保持した状態を示しており、
段部１６はその下面と握り部１１の軸線１１ａとのなす
角度θがθ≒４５°程度になるように形成されている。
２０は接眼部である。
【００２０】この実施例においては、ライトガイドケー
ブル２が操作部１０の上半部の側面（図において裏側の
面）に連結されており、段部１６が第３指に載るのと同
時に、ライトガイドケーブル２が第２指の付け根付近に
載って操作部１０が安定状態に保持される。
【００２１】なお、本発明は上記実施例に限定されるも
のではなく、例えば段部１６の下面と握り部１１の軸線
１１ａとのなす角度θは鋭角（９０°未満）であればよ
く、４５°～７５°程度の範囲にあれば非常に具合がよ
い。
【００２２】また、段部１６の下面が平面である必要は
なく、そこに接触する指に沿う曲面等であっても差し支
えない。そのような場合は、その曲面中に握り部１１の*
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*軸線１１ａとなす角度が鋭角の部分が含まれていればよ
い。
【００２３】
【発明の効果】本発明によれば、握り部を握る術者の指
に載る段部の下面と握り部の軸線とがなす角度を鋭角に
したことにより、術者が握りを緩めても操作部が手の中
で滑らずに保持され、内視鏡検査が長時間に及んでも術
者の手に大きな疲労が生じない。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の内視鏡の操作部の側面
図である。
【図２】本発明の第１の実施例の内視鏡の操作部を術者
が保持した状態の側面図である。
【図３】本発明の第１の実施例の内視鏡の操作部を術者
が保持した状態の平面透視図である。
【図４】本発明の第１の実施例の内視鏡の操作部を術者
が異なる持ち方で保持した状態の側面図である。
【図５】本発明の第２の実施例の内視鏡の操作部を術者
が保持した状態の側面図である。
【符号の説明】
１  挿入部
２  ライトガイドケーブル
１０  操作部
１１  握り部
１１ａ  軸線
１６  段部

【図１】 【図２】 【図３】
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